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1　 は じめ に

　 日本 人の 食生活 ・食環境 は戦中戦後 の 食料不 足に よる飢餓 の 時代か ら，復興期 を経 て，飽 食 の

時代へ と変化 し， その 状況 は ， 米消 費の 減少 ， 畜産物 ， 油脂 類消 費の 増加 ， 調理済み 食品，加工

食品等消費の 増加 な ど の 食料消費構造 とな り生 活習慣病 の 要因 とい われ る 。 また，家族が作 っ た

食事 を家族が そろ っ て 食事 をす る 「楽 し い 食事」は少 な くな り， 中食 ，
こ 食と い う状 況 も生 まれ ，

家族の 絆 を深め心 の 豊 か さを育む 食生活は変化 し多様化 して い る。

　世界一
の 長寿国であ る 日本人 の 食生活 は，

一
見豊か そ うにみ え， 口本人 の 食意識 も豊か だ と認

識 して い る 人が 多 い の で はな い か と考察 され る。 しか し， その 食生活は，身体 だ けで はな く心に

ま で 影響 を与 え，そ の 間題 性 は 高 く， 家庭，地 域 学校で の 食教育の 必 要性 が 重要視 され て い る（1）
。

　国の 健康づ くり活動 で は ， 食生活指針や運動指針， 休養指針な どに よ り国民 の 改善 を促 して い

るが ， 国民栄養 調査結果 な どか ら， 改善度 の 低 さ が み られ る
｛2）・（3）。

　栄養教育活動に お い て は，対象者に わか りや す く情報 を伝 え るための 補助手段 として 教材や媒

体 を使 用す る 。 教材 ・媒体 の 有効性 は こ れ らの 種類や 内容 ・活用方法に よ り対象者の 意識改善 ，

知識改善 とな り， 改善 意欲 を高め ， 行動 の 変容 となるか ど うか で あ り， 活動の 効果 に影響 を与え

る 。 ま た
， 実態把握の た め の 調査 内容が

， 対象者 自身の 自己発見の 機会 となる こ ともあ る。

　教材や媒体 は ， 市販 されて い る もの も数多 くあ り，活用 も可能で あ り，効 果 も期待 で きる もの

も多 く，栄養教育活動 で は活用 す る機会 も増 えて い る。中で も食品カ
ー

ドや料理 カ
ー

ド（4＞は活用 し

や す く， 有効性 も高い C5）と考 える 。 ま た
， 教材 作成用 の ソ フ ト（6）も具体 的で わか りや す い 教材 を作

成す る こ とが で きるなど活用性が 高 い 。

　教材や媒体 を購入 して 活用 す る こ と もよ い が
， 本学で は 2000年 よ り， 対象者に 健康 に 関す る情

報 を伝 える こ と と，そ の 効果 を検討 する 目的 で ， 特別研 究活動 な ど で 作成 した媒体 を活用 し，大

学祭時に展示 と展示 内容 に関連 したア ン ケ
ー

ト調査 を実施 して い る 。

　今 回は 2002年に実施 した 内容 に つ い て報告す る。
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II　 方法

1〕対象

　 展示会場来場者

2 〕時期

　 2002年 10月

3 〕方法

　展示 は，生活に関す る もの
， 食事 に関す る もの

， 食品に関す る もの
， 身体 に関す る情報 とし，

調査 は展示 内容 に関連 した 内容 を実施 した。調査担当者 は対象に展示会場 の 入 り口 で調査用紙 を

配布 し，記入依頼 と記入上の 説明 を行 う。対象 に は 各調査 内容 に つ い て ，展示媒体 を通 して の 記

入 を依頼 した。会場内には展示 内容 ・調査 内容に つ い て 対応で き るよ うに会場内担当者を配置 し

調査用 紙 は 出 ロ で 回収 した。

4 〕展示内容 （作成年〉

展示 配 置 （写真 1＞ と来場者の 様子 （写真 2）

（展示 配 置 ）

  「健康度チ ェ ッ ク」：19項 目の 生活 内容 と絵 （2002）

  　「塩 分 摂取 を少 な くする工 夫」 （2000）

　　塩分 摂取 量 の 年次推移図　食品別塩 分 摂 取 構成図 ・説明文

　　調味料 カ
ー

ドと塩分量　塩分 を含む 食品カ
ー ドと塩分量
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　　塩 分 を少 な くする調理 の 工 夫 （図，説明 ）　 複合調味料 （実物）

  　「食品添加物 の 役割 」：添加物名 と役割カ
ー

ド （2002）

  「お菓子 の エ ネ ル ギ
ー量」（2002）

　　80kcal 当 りの 量 の お菓 子 を計量 した もの 数種 （実物）

  ちちし （2002）

  「年代別食品 の 摂 取状 況」（2000）

　　年代別 少 な い 食品
・
多い 食品 の 項 目別表 に食品 カ

ー ド

  「献立の 工 夫」（2000）

　　主食 ・主菜 ・副菜 の 配膳図 と説明図，主食，主菜，副菜別に使用する食品カ
ー

ド

  　「食事型 チ ェ ッ ク」： 食事 型別 フ ー ドモ デ ル 5種 ， 実物 1種 （2001， 2002）

  「一品料理 フ
ー

ドモ デ ル 」 （2001， 2002）

  「日常食 の 献立」 （2002）

　　調理 材料 ・調理後 の 写真，フ ー ドモ デ ル

  「食品重 量の 目安」：食品の フ
ー

ドモ デ ル （2002）

  「朝食の 工 夫」

　　朝 食の 重要性 に つ い て の 説明 と朝食に む く食品カ
ー ド （2001）

　　献立例 の フ
ー ドモ デ ル

・食品 バ ラ ン ス 度表示図 （2002）

　　欠食に よる身体へ の 影響，症状 の 絵 （2001）

  　「身体測定」　 （2000）

　　測 定の 方法 と診 断 法説 明表　肥満 者 ， 痩せ の 者の 年齢 ， 性別年次推移 図

  「6 つ の 食品群」：食品群別の 食品カ
ー ド （2000，2001）

  　「生 活習慣病の 予防」：生 活要 因の 内容 と絵 （2002）

  「身体活動 を増や す工 夫」：主婦の 活動例 をもとに した 改善の 工 夫別 カ
ー

ド （2000）

  「ぬ りえ クイ ズ 」：食品ぬ りえ クイ ズ
， 料理 ぬ りえ ク イズ （2001， 2002）

  　「健康 うち わ」：健康維持 ・増進 の た め の 生活内容文 と絵 （2001＞

5 〕調 査内容

　 i）食事
・
生 活 診 断　 ii）食事型

iii）健康意 識度

V ）調 味料 の 使用

viD 媒体参考度

iv）食品の 利用

vi ）身体測定 ・評価

6〕解析 方法

　会場来場者 の 中で ア ン ケ ー トに ご 協力 い た

だ い た の は 249名 で あ っ た 。

　249名中調査 内容 （vi 身体測定 ， 評価 を除 く） （来 場 者 の 様 子）
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の 各項 目に無記入 が あ っ た もの を除 き174名（10代78名 ， 20代 30名 ， 30代 15名 ， 40代 17名 ， 50代以

上 34名）を集計対象 と した。解析 は ， 多変量解析 （現代数学社） を使用 し ， 健康 と生活要因 と の

関連，媒体 の 有効 庄に つ い て検 討 した。健康 と生活要 因 との 関連 に つ い て は X　
2de

定 を使 用 した 。

　尚 ， 身体 測定 は ， 測定器 具の 数 ， 種 類 ， 操 作な ど で 測 定に要す る時間や そ の他測定に 不都合 な

要素な どに よ り， 対象全員が 測定で きなか っ た こ とに よ り解析項 目か ら除 い た 。

II【 結果

　以下 ， 展示会場 で 実施 した調査結果 を示 した。

1）食事 ・生活診断

　 食事 ・生 活診断19項 目の 該 当点数別数 を表1−1に 示 し，構成比 を図 1 に 示 した 。

　 【食事 ・生活診断 （健康度）】で は19項 目中該 当点数平均 1  ．8± 3．8点で 中央値 11点で あ っ た 。平

均 値を基準に した 3 グル
ープで は 2 〜 7点 38名 （22％）， 8 〜15点 113名 （65％），16〜19点 23名（13

％）で ，
11点以上 は 92名 （53％）であ っ た 。

　 食事・・生活診断項 目別該 当数 を表 1−2に 示 した 。

　 【食事 ・生 活 診 断項 目別 】で は，「食事 をお い し く食べ られ る （87％）」，「野菜 は毎 日食 べ て い る

（71％）」， 「趣 味 を持 っ て い る （71％）」， 「人に対 する思 い や りを持 っ て い る （71％）」が 71〜87％

と高 く， 「毎 日 ぐっ す り眠れ る （68％）」， 「急

な体重 の 増減は な い （66％）」，「多 くの 友人

が い る （64％）」， 「好 き嫌 い な く何 で も食べ

る （61％〉」， 「食事に 15分 以上 か け て 食べ る

（61％）」， 「排便 は 気 持 ち よ くで き る （58

％）」， 「食事 をぬ くこ とが な い （57％）」，「毎

日決 まっ た 時間 に 食事 をす る （57％）」 は

57〜68％の 該当率 で ， 「牛乳 を毎 日飲ん で い

る （30％）」， 「間食
・
夜食 をあま りしな い （34

％）」， 「よ く身体 を動か す （34％）」， 「調理

加工 品をあま り利用 しない （34％）」な どの

項 目は 30〜34％の 該当率 で あ っ た。

　高得点 （11〜19点 ）群 と低得点 （2 〜10

点）群 で は ， 高得点群 （平均 13．8± 2．1点 ，

該 当率72％）は 「食事 は お い しい 96％」「思

レ、や り90％」　「野菜士棊耳文87％」　「趣味87％」

「多 くの 友人 82％」な ど の 該 当率が 高 く， 「活

動性 52％」「間食 ・夜食 50％」「調理加工 食

品利用 47％」「牛乳摂取 42％」は該 当率が 低

表 1−1　 食事 ・生 活 診 断点数 該当者数

一図 1　 食事 。生活診断点数該当者構成比

表1−2 食事 ・生 活診断項 目別 該 当者数

全 体（174）
2〜19点

高得 点 者 （9211
〜19点

低得 点 者（82
　2〜10点

項 目 oo
9

o

遡 ≧なくなんでも倉坐 一一一一一一一一一 1111
黠

　 77一 3543
よくかんで 食 ぺ る

7155602126

食皇幽 以 上かけ蜜 廴 一一一一　 1071　　 a一 6773 如 49
1518788966377食事をお いしく套と蟹 一一一一一一一一．

牛乳 を毎 日　 んで い る一 533039 姐 1417
野菜 は毎 日　 べ て い る　　　　　　　　　　　　　　一．　　　　　　一 123718087 狙 52
急な体 重 の　 　はな い 1146668744556

垂巨ぐうすり眠 れ る 1196872178 　 　 47．． 57
排便 は気持ち よくで きる 1015869 ． 753239

饉 をぬくことがない 　　一一
毎日決 ま っ た 時間に 　事する　　　　　　　　　一．．

1005771
．

772834
10057721782834　　　　　　　　　　　　　　　一．

間　 ・　 をあまりしない　　　　　　　　　　．一
　　をもっ て いる

593446501316
12478087 軅 54

よく　を動かす 503448521215
くの 　人が い る 1116475823644

人に　 　る思 い やりを侍っている 12478ago4150
生 に　を　ってい 96556573138

ゆとりを持って生活して い る 83485652733
調理 加 工食 品を あまり　用 しな い 603443471721

当　平均 10．8± 38138 ± 2．17 ．5± 21

（52）
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く，低得 点群 （平均 7．5± 2．1点，該 当率 34％）

で もこ れ ら の 項 目 は特 に 低 く 「活動性 15％」

「間食・夜食16％」「牛 乳摂 取17％」「調理 加工

品利用 21％」で あ っ た。高得 点群 の 項 目間で

は 『活動性』と 「間食 ・夜食」「趣 味」， 『聞食・

夜食』 は他 に 「調理加工 品利用」，「食事 は お

い しい 」 と 「欠食」， 『欠食』 と 「食事の 規則

性 」， 『睡眠』と 「排便」， 『趣味』と 「活動性」

「人 生 に 夢」間 に 関 連 が 認 め られ た （p ＜

0．05）。

　【食事 ・生 活診 断項 目別年代別 （表 1−3）】で

は 「何 で も食べ る」「排便j「思 い や り」「友 人1

「食事規則性」「間食」「活動性」「調理 加工 品

利用」に年齢差が み られた （p 〈 0．05）。10〜20

代 で は 「好 き嫌 い な く何 で も食べ る」「排便は

気持ち よ く出来る」は 45〜53％と他の 年代の

73〜85％に比 べ 低 く， 「よ く身体 を動か す」は

27〜23％ と低 く， 他 の 年代 も41〜53％ と低 い

　栄養教育活動の 試 み 儲 石 和 枝，金 乂 み ゆ き ）

表 1−3　食 事 ・生 活 診 断 項 目別 該 当 率一年代 別 一

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （％）
項 目 1D代 20代 30代 40代 50一全体

好き嫌い なくなん で も食べ る 47　 50　 73828561

排 便は気持ちよくで きる 45　 　53　 　80767458

欠 食しない 53　 3760598257

決 まっ た時 間に 食事 をす る 504067 了67657

間 食・夜食 をあまりしない 262720475934

よく体を動かす 272347415334

多 くの 友 人が い る 567380357964

人に 対する 思い や りをもっ て い る 587767829471

調理加 工 晶をあまり利用しない 283320126834

が それ よ りも低 い 該 当率 で あ っ た。「食事 をぬ くこ とは な い 」「毎 囗決 ま っ た時間に 食事す る」 は

20代が 37〜40％ と低 い 該 当率 で ， 「間食 ・夜食 をしな い 」は 10〜30代で 26〜20％ と低 い 該 当率 で あ

っ た 。 「思 い や り」で は 10代58％で 40代以上
　　　 　　 　　 　　　 　　 　　 　　 　　　 　　 　　 　　　 　　 　表2−1 食事別食事型

82〜94％で あ っ た 。「調理加工 品を利用 しな　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（人 〕

い 」では 5 代以上 68％に 対 し，40代 12％，

30代 20％， 10代 28％，20代 33％で あ っ た 。

2 ）食事別食事型

　 【食事型 （表 2−1） （図 2 ）】で は朝食が ［主

食 ・主菜 ・副菜 ・汁物型 （v 型）］56％ ， ［主

食 ・主菜型 （IV型 ）］26％， ［欠食］ 8 ％，

昼 食は ［弁 当 （工1型 ）］41％ ， ［
一

品料理 （III

型）］16％ ， ［v 型］16％の 他 ， ［フ ァ
ース ト

フ
ー

ド （1型 ）］10％や ［イ ン ス タ ン ト食品

（VI型）］11％等 で個 人差が み られ たが ， 夕

食は ［v 型 ］88％ ， 他 12％で あ っ た 。朝食

の 型 ， 昼食 の 型 ， 夕食 の 型に 有意 に 関連 が

認め られた （p〈 0．001）。 朝食欠食者の 92％

朝 食 昼 食 夕食

工型 フ ァ
ース トフ ード 3182

皿 型　弁 当　　　　　　　　　　　　」　一　 　 8−m馳．．」 721

皿 型
一

品　理 4286

IV型　主　、主菜 45105

V 型 主　、主 菜、副菜、汁物な ど 9τ 27153

W 型 レ トル ト、 イン ス タン ト食品 3196

欠食 1401

（53）
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が 夕食は V 型で ，朝食 V 型の 人は 夕食 V 型

91％で，朝食IV型 の 人は夕食 V 型84％で あ

っ た 。 昼 食 1型 の 人 は夕食V 型 72％， 他の

型 の 人 は 夕食V 型 80〜90％で あ っ た 。

　【食事別 食事 型年代 別 （表2−2）】で は ， 朝

食は 30代 は ［IV型 ］が 多 く53％で 次 に ［V

型］27％で あ っ た 。 他 の 年代 は ［V 型 ］が

多 く10， 20代は約 50％で 40代以上は約 70％

表 2−2 食事別 食事型 （年代 別 ）
（％）

朝食 昼食 タ食

10代 20代 30代 40代 50紺10代 2玳 3玳 40代 50酎1玳 2玳 30代 40代 50〜

1型 33ooo131713033o0oo

E型 6100oo46402741411o00D

皿 型 50ooo1027 鱒 189537oD

皿 型 23205324268720065o7o0

v 型 545327716867o35327993 胛 10097

w 聖 33oo01 了 3o6963oo0

欠食 610 　 206600oo00ooo3

で 次 に 多 い の が ［IV型］20〜26％で 同 じような傾 向が み られた 。昼食は ，
30代 が ［III型］40％ と

多 く次 い で ［II型］27％ ， 匚IV型］2 ％に 対 し， 他の 年代 は ［II型］40〜46％ と多 く，次 い で 20代

は ［III型 ］27％ ， ［1型 ］17％で 40代以上 は ［V 型］30％ と多く， 10代は ［VI型］17％， ［1型］

13％ ， ［III型］10％ と個 人差 ，
．年代差が み られ た （p＜ 0．05）。夕食は ， ど の 年代 も ［V 型 ］が 多 く

約 80％以上で 40代は 100％で あ っ た 。

3）体格 ， 健康状態 に関する意識度

　 【体格 の 意識度】は ， 「普通」と意識 して い る 人が 43％で ， 「太 っ て い る」53％ ， 「痩せ て い る」

4 ％で普 通で な い と意識 して い る人が 57％で あ っ た。

　 【年代別 （図 3−1）】で は，「太 っ て い る」 と意識 して い る人は 40代 59％，50代 以上 56％， 10代 58

％と多 く， 20， 30代 は 40％で あ っ た 。 また痩せ て い る と意識 し て い る人 は 30代 で 13％で あ っ た 。

　 【健康 意識 度】で は 「良 い （35％）」 と 「普通 （53％）」で 89％で あ っ たが 「不調 」の 人 も11％と

多か っ た 。健康度判定で は 19項 目中11点以上が 53％， 8点以上 で も78％で あ り健康意識89％ との

差が み られ
， 健康意識の 方が 健康度判定よ り高 い 結果 で あ っ た 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【年代別 （図3−2）】で は 「良 い 」・「普通」と

雛

；：：
10 代

　 O覧　　　　　　　　  覧　　　　　　　 40篇　　　　　　　 60悌　　　　　　　 SO覧　　　　　　　100覧

　 　 　 　 　 図 3−1 意 識度 「体 格」 年代 別

　 　 囗 太ってい る　　　　　　 匚コ晋 通 　　　　　　 國 やせ て い る
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囗 艮い 鬮 不謂

「ぐっ す り眠れ る （81％）」「多 くの 友人が い る

％）」， 「ゆ と りの 生活 （61％）」「活動 的で ある

い と答 えた人が 多か っ た。また ，「不調」群 は 「排便不調 （55％）」，

で な い （60％）」「ゆ と りが な い （75％）」 で あ っ た 。

　また ， 『体重意識 』 と 「夕食型」に有意 に関連が 認 め られ ， ど の 群 も V 型 が 「太 っ て い る」 90

　　意識 して い る人 は各 年代84％以 上 で ， 特 に

　　「良 い 」 と意識 して い る人 は 50代以上 で 58％，

　　30代 で 47％で あ っ た。 しか し， 「不調」と意識

　　し て い る人 も10代で 15％ と多く，20〜40代 も

　　10〜13％で あ っ た。

　　　健康 意識 と生活内容「睡 眠」「排便」「欠食」

　　「活動性」「友人」「ゆ と り」に有意に 関連 が 認

　　め られ た （p＜ 0，05＞。健康 意識 「よ い 」群 は

（82％）」， 「排便 よい （74％）」， 「欠食 しな い （66

（48％）」で他 の 意識群 よ りは高 い が ， 活動 的で な

　　　　　　　　　 「欠食す る （65％）」，「活動的
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％ ， 「普通」86％ ， 「やせ 」87％ と多い が ， 「太

っ て い る」に 欠食，III型，　 IV型，　 VI型，「普通」

に 工型 ， II型 ，
　 III型 ，

　 IV型 ，
　 VI型 が 数名 み ら

れた。

4 ）使用食 品の 種類

　 【使用食品 の 種 類 （表 3）1 で は生 鮮食品の

使用 は魚74％， 肉78％ で 塩分 を含 む加工 食品

は 魚 ・肉 とも26％の 使用 状況で あ り ， 干 魚は

12％で あ っ た 。 野菜類 で は
， 生鮮 食品 95％と

新鮮な野菜 の使用状況が み られた が ，漬物 も

17％ と多か っ た。

5 ）食卓で 使用す る調味料

　【食卓で使用する 調味料 （図 4 ）】は 醤油 67％ ， ドレ ッ シ ン

グ50％ ，
マ ヨ ネーズ 47％の 順 で 多 く， 工人当た り平均 2．6種類

で 1 〜 3種類 の 使用 状況で あ り使用 しな い は 3 ％で あ っ た，

食卓 に お い て 醤油 以外の そ の 他 の 調味料で の 塩 分摂取傾向が

み られた 。

6）健康度 と食事の 型

　健康 度 と朝，夕の 食事 の 型に有意に 関係が

認 め られ た （p〈 O．05）。 朝食欠食群 の 71％が

健康度10点 以 下で あ り， 朝食 V 型 の 79％ は 11

点以上 で あ っ た。

　各項 目と食事 の 型で は ， 朝の 食事の 型 と「欠

食 しな い 」，「規則正 しい 生活」，昼 の 食事の 型

と 「何 で も食べ る」「野菜は毎 日食べ る」「間

（来場者 の 様 子 ）

表 3　 使用 食 品 の 種 類

魚 肉
人 ％ 人 ％

生鮮食品 1287413678

干物 2112 63

加工 品 45264626

野菜
人 ％

生鮮食 品 16695
缶詰 21

漬物 3017
乾物 63

図 4　食卓 で 使用 する 調 味 料 （人）

食を しな い 」， 夕食 の 食事 型 と 「野菜は毎 日食べ る」に 有意 に

関係 が 認め られた （p 〈 0．05）。朝食型 の IV，
　 V 型群 は 「欠 食

しない 」， 「規 則正 しい 食事」が 多か っ た。昼食型 の II，　 V 型

群 は 「なん で も食べ る」，「野菜 は毎 日」が 多 く， LIII，　 VI

型群 に 「間食す る」が 多 くみ られ た。

1）参考媒体

　 【参考媒体 （表 4）】は 回答者 （130人） の 中で は食事関連

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （55）

表 4　 参考媒体

人
生活 に関するもの 39

身体に関するもの 29

食事に関するもの 74

食品に 関するもの 30
ぬ りえ 6

回答な し 44
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57％ ， 生 活関連 30％ ， 身体 関連 22％， 食品関

連 23％ の 順 で高 く， 食事 ， 生活 ， 身体 ， 食品

の 関連媒体参考数 （4 種）で は ，
1種 77％ ，

2種 14％， 3 種 5 ％， 4種 4 ％で あ り75％の

人 が 1〜数種 の 媒体が参考に な っ た と回答 し

た 。

　以上の 結果か ら今 回の 媒体活用は 意義が あ

り， 媒体 と の 関連調査 に よ り健康 と生 活要 因

に つ い て の 確認が で きた こ と， また対象者は

回答 しな が ら 自己診 断 と改善情報を得 る こ と

が で きた と推察 され媒体 の 有効性が 示 唆された 。

会場で の 体験 は 有意義で あ っ た と思わ れ，

（来場者の 様子 ）

　　　さらに，学生 は作成 した 媒休 の 活用 に よる展示

その 後 の 学習に 良 い 影響 を与 えた 。

N 　考察

　2000年 よ り始めた大学祭 「か ささぎ祭」 で の 展示 は地味な活動 なが ら現在 まで 6年 間継続 し実

施 して きた も の で あ る 。

　2000年度 の 特別研 究履修生 5名の 積極的で 熱心 な活 動に よ り始め た活動 で あ る 。 その 年夏の オ

ープ ン キ ャ ン パ ス で の 高校 生 を対象 とした模擬指 導を計画 し積極的に活動
・
実施 した 内容は ， 努

力の 成果 が み られた 。 その 後 ， 大学祭 で の 展示活動 を提案 した と こ ろ ，
こ れ も熱心 な活動 とな り，

中教 室に展示 で きるほ どの 展示物が で きあが り2000年度の 実施 とな っ た。その 後 も規模の 大小 は

あるが ， 実施 して い る。2001年度は ， 食事の 組 み 合わせ をわか りや す く伝え るため に フ ー ドモ デ

ル を作成 し展示 に加 えた。2001年度 は254名の 方に展示 を通 して の 調査 に ご協力 い た だ き ， 結果 を

報告 す る こ と が で きた 〔7｝。また
，
2001年度 の 実施評価 に よ り， 媒体 を修正

・追加 し， 2002年度 もた

くさ ん の 方 に ご 来場 い た だ き249名 の 方 に展示 を通 して 情報 を伝 える こ とが で き調査 に もご協 力

い ただ い た 。 会場担 当の 学生 の 対応 もよ くで きて い た。

　2002年度 は ， 「健康 度チ ェ ッ ク」項 目を修正 ・追加 し， 「食事 型 チ ェ ッ ク」の 食事型別 フ ー ドモ

デ ル ，「日常食の 献立」「朝食の 工 夫」「生活習慣病 の 予 防」「ち らし」「食 品添加物の 役割」「お菓

子の エ ネ ル ギ
ー

量」 「
一

品料理 」 「食品重 量の 目安」等の 媒体 を追加 し，生 活に 関す る もの 「3⊥

食事 に関す る もの 「8」， 身体 に 関す る もの 「2」，食 品に 関す る もの 「5 」 を展示す る こ とが で

き， 対象に は展示 物 で情報確認 を しなが ら自己 チ ェ ッ ク を して い た だ い た 。 結果は前述 の 通 りで

ある。

　食事 ・生活診断 では，「乳製 品の 摂取が 少な い 」，「間食 ・夜 食をす る」，「活動不足」， 「調理加工

品 を利用 する」 な ど の 傾向が 多くみ られ，また そ の他，若 い 年代 に 「欠食」や 「食事が 不規則」

「偏 食」「便秘 」な ど の 傾向が み られ た 。 食事 の 組 み 合わせ で は ， 朝 食に は 「欠食」や 「主食 ・主

菜型」 の 野菜不足傾 向な どがみ られ ， 昼 食で は弁当が 多か っ たが ， 他の 型 もあ り個 人差が あ っ た 。
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野菜摂取 に つ い て は 「野菜は毎 日摂取」の 人で も，食事 の 型 に よ り摂取量 が 少な くな る こ ともあ

り， 量的な情報 も必要で あ る 。 昼 食は外食の 割合が 高 い 傾 向に あ る   こ とか ら ， 昼 食時 に は 家庭

外 に い る人 も多 くそれ ぞれ の 環境条件 の 中で選 択 して い る傾 向が 推察 され ， 食事の 型 も多様で あ

る と考 える。夕食は ほ と ん ど の 人 が
， 「主 食 ・主菜 ・

副 菜 ・汁物 など」 の 組 み 合わ せ で あ っ た 。健

康度の 高い 群 は食事の 型が朝 食 ， 夕食共 に 「主食 ・主菜 ・副菜 ・汁物 な ど」 であ り， 朝食欠食者

は健康 度が低か っ た こ とな どか ら朝食の 摂 り方 の 改善に よ り健康度 （生 活 内容）が よ くな る可能

性が 示唆 され た 。特 に 「欠食」 と関連が 認 め られ た 「規 則正 し い 生活」 「睡眠」 「排便」 へ の 改善

が 期待 で きる もの と推察 され ， 閧連 内容 に つ い て修正 ・追加 を検 討 した い 。また ， 塩分 の 摂 取 を

少 な くする 工 夫の 塩 分 チ ェ ッ クで は 食卓 で 醤油 の 他 に 調味料 に よる塩分摂取傾向が み られ ， 調理

の 味付け だ けで は な く， 食卓で の 調 味 ， 加工 品の 調味 など の 塩分 摂取の 改善情報 も修正 が 必要で

あ り， 食卓や 生活 の 中で活用 で き る よ うに ， 具体的 な内容 （献立例 な どで の 説 明 等）に修正 ・追

加 を検 討 した い 。

　健康 意識 と生 活内容 で は 「睡眠」 「排便」 「欠食」 「活動性」「友人」「ゆ と り」に関連 が み られ ，

「不調」群 で は，「便秘」「欠 食」「活動不 足」「ゆ と りが な い 」な ど が み られ た 。こ れは 食事 の 型 と

健康度の 関連 で述 べ た よ うに ， 朝食欠 食を改善する こ とに よ り 「不調」が 改善 され る もの と考 え

る。「活動性」に つ い て は健康 意識 「良 い 」群 で も低 い 傾 向が み られ る こ とか ら検討が 必要 で あ

る。また
， 「良 い ・普通」群 の 中に も健康度判定 が 低 い 者 もお り， 意識 と の 差が み られ生活改善が

必要 な人 もい る 。 体格 に つ い て は，意識 と実体重 に 差が み られ る こ ともあ る こ とか ら測定 ・評価

も併せ て 実施 した が ， 全 員が測 定で きなか っ た状 況が あ り実施内容 に つ い て は修正 が 必要で ある。

　媒体 の 活用 度に つ い て は ， 調査 内容 と展示媒体に食事 ， 生 活 ， 食品 ， 身体等 と明示 して い なか

っ た の で，回答が 困難 だ っ た と思 われ ， 媒体 に番号等 をつ け分類 して お くこ とな ど ， 配慮す る点

を学ん だ こ とを評価 し た い
。 しか し， それ ぞれ生 活要 因の 異 な る対象の 75％ の 人 が 参考に な っ た

と回答して い ただ い た こ とも評価 し， 今後の 教材 ， 媒体作成 の 資料 とし，効果の あ る活動 へ とつ

なげた い 。

　 日常生活 の 中で ， 身休 の 不調が 自覚 され な い 場合や 自覚 され て も改善す る こ との 重 要性 を理解

するこ とな く過 ご して い るこ とが あ っ た り，生 活改善 の 必要性 は理解 して い るが具体 的な実践 の

ため の 情報が 得 られ なか っ た りと情報内容 の 必要性 は 人に よ り異 な る。

　食事は生活の 中の
一行動 で あ り， 生活要因 の 影 響を受 け ， ま た ， 影響 を与え る（9＞

。 その 習慣の

改善に よ D病気 を予防す る こ と もで きる。生活 改善 ・食生活改善等は ， まずは 自己 を知 る こ とか

ら始 ま り，それが 問題意識の 確認 ， 改善意欲 の 向上 とな り， 行動 に影響 を与え ， 改善がみ られ ，

健康 の 維持 ・増進 とな る こ とか ら こ の 展示活動 が，来場者 の 生活の 見 直 しの 機会 に な り， 改善へ

の
一歩 に なれ ば と期待 す る。そ の た め に も，

こ の 活 動 に よ り得 ら れ た 情報 （評価 〉や 他 の 情

報 （S）・“°）・（1 ’）をもとに ， 活動 の 改善 と推進 を検討 した い 。学生 は こ の 活 動に参加する こ とに よ り， 媒

体作成へ の過程 で の 学習，資料収集，資料選択 ， 情報伝達 の 方法 など を学 び ， さ らに ， それ を実

際に 活用 し評価す る こ とに より，栄養教 育の 重要性 を理解 し， 学習 の 意欲 が 向上す る こ と を期待

して い る。ま た ， 教育評 価に もな り，
’
今後の 課 題 と した い 。
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　2000年 よ り始め た こ の 活動は ， 3年 目の 2002年よ り 「健康づ く り研 究会」 と して活動 して い る。

なお ， 本稿 の
一部は ， 平成 17年度 第52回 日本栄養 改善学会学術総会 （徳 島）に お い て 発表 した も

の で ある。
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